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　本研究の目的は，セルフコントロールの親子間伝達プロセスの領域固有性について検討することで

ある。子どもとその親の満足遅延傾向の世代間相関を検討するために 2つの調査を行った。2つの調

査の結果からは，子のある領域での満足遅延傾向は，親のもつ対応しない領域での満足遅延に比べて，

対応する領域での満足遅延傾向と高く相関するという仮説が部分的に支持された。一方で，親と子の

世代間の満足遅延の相関は親から子に対して規範を提供する関わりに媒介されるという仮説について

は，一貫した結果が得られなかった。今後の研究で明らかにされるべき課題について議論する。

 【キーワード】セルフコントロール，満足遅延，親子間伝達，規範 【キーワード】セルフコントロール，満足遅延，親子間伝達，規範

Abstract

　　The present research aims to explore the domain-specificity of the parent-child 

transmission process of self-control. To achieve this, we conducted two surveys to examine the 

intergenerational correlation between the delay of gratification of children and their parents 

in various domains. The findings from these surveys supported the hypothesis that there is a 

higher correlation between children's delay of gratification in a particular domain and their 

parents' delay of gratification in the same domain, as opposed to other domains. However, the 

results were not consistent regarding the mediating effect of norms created by parents for their 

children. There are several issues that require further investigation in future research.

 【Keywords】 self-control, delay of gratification, parent-child transmission, norm 【Keywords】 self-control, delay of gratification, parent-child transmission, norm
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問　題

　セルフコントロールとは，2つ以上の対立する動機づけの葛藤が経験される中で，欲望のような即

時的・衝動的な動機づけではなく，目標追求のような長期的・規範的な動機づけを追求しようとする
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プロセスである（後藤， 2020）。セルフコントロールは食事や他者関係，経済行動，学業達成など多

数の領域でのポジティブな結果の獲得と関わるプロセスとして知られる。また，児童期・青年期にお

けるセルフコントロールの個人差は，成人になってからの健康や経済状況をも予測するため（e.g., 

Mofitt et al., 2011），育成すべき特性のひとつとしても注目される。これまでの研究からは，セル

フコントロールの個人差は親子間で類似することが示されており，遺伝的共通性を統制した上でも，

親の作り出した養育環境を通した影響があることが示唆されている（Bridgett et al., 2015; Demange 

et al., 2021）。本研究では，親のセルフコントロール特性が子へと伝達されるプロセスに着目し，そ

の領域固有性について検討を行う。

　親や周囲の大人からもたらされる環境が子のセルフコントロール特性に影響する可能性は繰り返し

示されてきた。養育行動や学校の規律とセルフコントロール特性の関係についてのメタ分析からは，

温かさや信頼に代表されるような肯定的な養育行動や，自律性を支援する学校の規律がセルフコント

ロール特性と正に関連することが示されている（Li et al., 2019; 2021）。こうした子の自律性を尊

重するような働きかけは，長期的な利益を目指すことを望ましいとする社会的な望ましさの内在化を

促すことで，セルフコントロール特性の発達に寄与すると考えられている。親子間のセルフコントロー

ルの伝達プロセスに着目した縦断研究からも，親のセルフコントロール特性は養育行動を介して子の

セルフコントロール特性の発達を予測することが示されている（Bolger et al., 2022; Peviani et al., 

2019）。

　研究においてセルフコントロール特性は領域を超えて働く単一の特性として扱われることが多い

が，特性の作用の仕方は領域によって変動することも知られている。セルフコントロール特性と関わ

る要素のひとつに，長期的な利益の価値を割り引いて認識する傾向である時間遅延割引がある。時間

遅延割引の個人差は，金銭報酬に対する主観的な価値の認識が，報酬が得られるまでの遅延時間の長

さによって割り引かれる程度として測定されることが多い。金銭報酬に対する時間遅延割引は他の領

域での長期的な利益を求める程度と関連することから，領域を超えた特性を測定するものとしてみな

されやすいが，実際には食事などの異なる領域の報酬を用いて測定された時間遅延割引は金銭報酬に

対する時間遅延割引と必ずしも傾向が合致しない（Odum et al., 2020）。これは，それぞれの領域に

おいて長期的な利益を求めることは，領域を超えて全般的に長期的な利益に価値を認めることと，そ

の領域において長期的な利益に価値を認めることの両者が関わるためであると考えられる。したがっ

て，セルフコントロール特性の発達過程を検討する際にも，領域全般的なプロセスのみではなく，領

域固有なプロセスも考慮する必要がある。

　領域固有な長期的な利益の価値の認識を形成することを通してセルフコントロール特性に関連しう

るものとして，本研究では規範の影響に着目する。周囲の他者の規範は長期的な利益の獲得を目指そ

うとする行動に影響することが示されている（Doebel & Munakata, 2017; Goto, 2023; Munakata et 

al., 2020）。文化比較研究からは，日本とアメリカではセルフコントロールに対して異なる規範的影

響が生じている可能性を示唆する結果が得られている（Yanaoka et al., 2022）。したがって，規範

がセルフコントロールに及ぼす影響はその規範の領域に特異的であることが考えられる。
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　以上を踏まえ，本研究では，親のセルフコントロール特性が子へと伝達されるプロセスについて，

規範の媒介可能性に着目しながら，その領域固有性を検討する。本研究ではセルフコントロール特性

を構成する要素の中から，即時的・衝動的で小さな利益の誘惑に耐え，長期的な利益の獲得を追求す

る行動習慣傾向である満足遅延傾向に着目する。本研究の仮説は次の 2つである。1） 親のある領域

での満足遅延傾向は子の対応する領域での満足遅延傾向と正に関連し，その相関関係は異なる領域間

の相関関係よりも大きい。2） 親のある領域での満足遅延傾向と子の対応する領域での満足遅延傾向

との関連は，親が子にその領域での満足遅延行動を重視する規範を提供する関わりの多さによって媒

介される。本研究では規範を提供する関わりとして直接的な規範価値の伝達と，満足遅延行動をとっ

たことへの褒め（強化），満足遅延行動をとらないことへの叱り（弱化）を扱い，探索的に検討する。

また，仮説 2との比較として，親の子に対する肯定的・否定的な養育行動は領域全般的に満足遅延

傾向と関連するかも検討する。

　本研究では 2つの調査研究を行う。研究 1では小学生から中学生の子を持つ親を対象にインター

ネット調査を行い，親自身の満足遅延傾向と子に対する規範的な関わりの頻度，および親の評定によ

る子の満足遅延傾向の関連を検討する。研究 2では小学生から中学生の子とその親を対象とした調

査を行い，親自身の満足遅延傾向と子に対する規範的な関わりの頻度と，子自身が評定した子の満足

遅延傾向との関連を検討する。なお，研究 1では子の年代を小学 1年生から中学 3年生まで広く扱

うが，研究 2では自記式尺度への回答可能性を考慮し，小学 5年生から中学 3年生に年代を限定し

て調査を行う。

調査対象

　インターネット調査会社の登録モニタより，小学 1年生から中学 3年生の子を長子に持つ親から

の回答を募った。935 名からの回答が収集され，設問内に 3 つ設定されていた注意確認項目（例，

この項目は「ややあてはまる」を選択してください）に適切に回答した者の中から，自己報告の年

齢が低すぎる者（15歳以下）を除いた 595名のデータを分析対象とした。分析対象者の性別構成は

男性 277名，女性 315名，性別無回答 3名であり，年齢の分布は幅 26歳―72歳，平均 43.93歳，

SD = 6.51であった。

調査内容

　調査回答者自身および長子の属性を尋ねる質問項目に続き，以下の（1）から（4）に示した尺度・

質問項目への回答を求めた。

　（1） 満足遅延目録（親自身）　満足遅延目録（Hoerger et al., 2011）は，セルフコントロールを構

成する要素の一つである満足遅延傾向について，食事・身体・社交・金銭・達成の 5つの領域別に

捉える心理尺度である。日本語版は Goto, et al., （under review）により作成されており，領域別の

研究１

方　法
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満足遅延傾向を測定する妥当な尺度であることが示唆されている。食事領域 5項目（例，「甘いお菓

子やスナック菓子を我慢することは，簡単である」），身体領域 5項目（例，「身体が無性に欲するも

のがあっても，意志の力でコントロールできる」），社交領域 5項目（例，「行動する前に，それが他

の人にどう影響するのかを，普段から考慮に入れるようにしている」），金銭領域 5項目（例，「お金

はよく考えて賢く使うようにしている」），達成領域５項目（例，「学生の頃，より良い将来のために

努力してきた」）について，それぞれ自身にあてはまるかを「1. まったくあてはまらない」～「5. 

とてもよくあてはまる」の 5件法で回答を求めた。

　（2） 満足遅延の規範的関わり　食事・社交・金銭・達成のそれぞれの領域において，満足遅延行動

に関する規範を伝達する行動をとっているかを尋ねる項目を作成し，用いた。具体的には，それぞれ

の領域ごとに，満足遅延行動をとったことへの褒め（例，「子どもが好きなものばかり食べるのでは

なく，健康にも良いものも食べるようにしていたら，そのことを褒める」），満足遅延行動を取らなかっ

たことへの叱り（例，「子どもに好きなものを我慢するように言っても，我慢できずに食べてしまっ

たら，そのことを叱る」），満足遅延行動をとることの価値伝達（例，「子どもには，好きなものばか

り食べるのではなく，健康にも気を使って，量や種類をバランスよく食べることが大事だと伝えてい

る」）を尋ねる項目を作成した。それぞれ自分と長子との関わりのなかでどのくらいあるかを「1. まっ

たくない」～「4. とてもよくある」の４件法で回答を求めた。

　（3） 肯定的・否定的養育行動尺度　肯定的・否定的養育行動尺度（伊藤他， 2014）は，親の子に

対する養育行動を一次因子として 6つの下位尺度から包括的に測定しつつ，肯定的養育・否定的養

育の 2つの二次因子からも捉えることができる尺度である。本研究では，肯定的養育・否定的養育

の二次因子により測定することを目的としつつ，肯定的養育として関与・見守り 9項目（例，「学校

での出来事や友達のことについて話す」），肯定的応答性 5項目（例，「子どもが喜んでいるときには，

一緒になって喜ぶ」），意思の尊重 6項目（例，「できるだけ子ども自身の意思を尊重する」）について，

否定的養育として過干渉 5項目（例，「自分がいないと，子どもは何もできないと感じる」），非一貫

性４項目（例，「子どもへの叱り方が，自分の気分によって変わる」），厳しい叱責・体罰 6項目（例，

「子どもが言うことを聞かないとき，頭に血が昇り，冷静さを失う」）について，それぞれ自分と長子

との関わりのなかでどのくらいあるかを「1. ない・ほとんどない」～「4. 非常によくある」の４件

法で回答を求めた。

　（4） 満足遅延目録（子ども）　満足遅延目録日本語版（Goto et al., under review）の食事・社交・金銭・

達成の 4つの領域の項目を回答者の子どもについて尋ねる形に変更したものを作成して用いた。身

体領域は身体的な欲求にもとづく誘惑の遅延を問うものであり，小学生から中学生には適用しにくい

性的関係への志向性を問う項目も含まれることから，子どもの満足遅延傾向の測定時には除外するこ

ととした。食事領域 5項目（例，「私の子どもが，甘いお菓子やスナック菓子を我慢することは，簡

単である」），社交領域 5項目（例，「私の子どもは，行動する前に，それが他の人にどう影響するの

かを，普段から考慮に入れるようにしている」），金銭領域 5項目（例，「私の子どもは，お金はよく

考えて賢く使うようにしている」），達成領域５項目（例，「私の子どもは，より良い将来のために努
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表 1　子の満足遅延傾向と親の満足遅延傾向・養育行動の相関係数と平均値，SD，クロンバックのα係数

注 : * p < .05，視認性を高めるために親と子の対応する領域の相関係数を
　  ボールド体にしている

力している」）について，それぞれの項目が長子にあてはまるかを「1. まったくあてはまらない」～

「5. とてもよくあてはまる」の 5件法で回答を求めた。

　（1）　子の満足遅延傾向と親の満足遅延傾向・養育行動の関連　子の満足遅延と親の満足遅延傾向・

養育行動の相関係数を，平均値，SD，クロンバックのα係数とともに，表 1に示した。子の食事領域・

金銭領域・達成領域に関しては，それぞれ親の対応する領域の満足遅延傾向との間で最も高い正の相

関係数が得られていた。ただし，子の社交領域においては親の達成領域との間の相関係数が最も高く，

食事領域・身体領域・社交領域・達成領域の間での相関係数の差は比較的小さい傾向にあった。以上

の結果は仮説 1をおおむね支持する結果である。

　親の養育行動に着目すると，食事領域では比較的相関係数が小さいものの，養育行動と子の満足遅

延傾向の間には領域を超えて一貫した傾向が見られていた。肯定的養育行動は満足遅延傾向と正に相

関し，否定的養育行動は満足遅延傾向と負に相関していた。これらの結果は，肯定的・否定的養育行

動は満足遅延傾向と関連するという先行研究の知見と合致するものである。

結　果

　（2） 親の満足遅延傾向・規範的関わりと子の満足遅延傾向の関連　領域ごとに子の満足遅延傾向を

従属変数とし，対応する親の満足遅延傾向，規範的関わり（褒め，叱り，価値伝達）を独立変数とし

た重回帰分析をおこなった。得られた偏回帰係数の推定値を表 2に示した。4つの領域を通して，叱

りは子の満足遅延傾向を負に予測し，価値伝達は子の満足遅延傾向を正に予測していた。褒めは金銭
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表 2　 子の領域ごとの満足遅延傾向を従属変数とした重回帰分析の偏回帰係数の推定値

注 : * p < .05

調査対象

　関西地方の 2つの学習塾に通う小学 5年生から中学 3年生の子とその親から回答を募った。66組

からの回答が収集された。子の性別構成は男性 34名，女性 30名，性別無回答 2名であり，学年の

構成は小学 5年生 11名，小学 6年生 7名，中学 1年生 9名，中学 2年生 16名，中学 3年生 19名

であった。親の性別構成は男性 6名，女性 60名であり，年齢の分布は幅 30歳―57歳，平均 44.59歳，

SD = 7.93であった。

子の調査内容

　学年・性別を尋ねる質問項目に続き，以下の尺度への回答を求めた。

　満足遅延目録短縮版（児童・生徒用）　満足遅延目録 10項目短縮版の日本語版（Goto et al., under 

review）の食事・社交・金銭・達成の 4つの領域の項目を児童・生徒が回答しやすい形式に変更した

ものを作成して用いた。食事領域 2項目（例，「甘いお菓子やスナック菓子をがまんすることは，か

んたんである」），社交領域 2項目（例，「行動する前に，他の人に迷惑がかからないかを，ふだんか

ら考えるようにしている」），金銭領域 2項目（例，「お金はよく考えてかしこく使うようにしている」），

達成領域 2項目（例，「いつも，将来のために努力して勉強している」）について，それぞれ自身に

あてはまるかを「1. まったくあてはまらない」～「5. とてもよくあてはまる」の 5件法で回答を求

めた。

親の調査内容

研究２

方　法

領域・達成領域においてのみ，満足遅延傾向を正に予測していた。ただし，いずれのモデルにおいて

も，規範的関わりを統制した上でも親の満足遅延傾向は子の満足遅延傾向を正に予測していた。領域

によって多少の違いは見られたものの，これらの結果はおおむね仮説 2を支持する結果といえる。



セルフコントロールの親子間伝達プロセスの領域固有性の検討

53

　親の年齢，性別を尋ねる質問項目に続き，以下の（1）から（3）に示した尺度・質問項目への回

答を求めた。

　（1） 満足遅延目録短縮版　満足遅延目録 10項目短縮版の日本語版（Goto et al., under review）の

うち，食事・社交・金銭・達成の 4つの領域の項目を用いた。食事領域 2項目，社交領域 2項目，

金銭領域 2項目，達成領域 2項目について，それぞれ自身にあてはまるかを「1. まったくあてはま

らない」～「5. とてもよくあてはまる」の 5件法で回答を求めた。

　（2） 満足遅延の規範的関わり　研究 1と同様に，食事・社交・金銭・達成のそれぞれの領域におい

て，満足遅延行動に関する規範を伝達する行動をとっているかを尋ねる項目を用いた。それぞれの領

域ごとに，満足遅延行動をとったことへの褒め，満足遅延行動を取らなかったことへの叱り，満足遅

延行動をとることの価値伝達のそれぞれの項目について，自分と長子との関わりのなかでどのくらい

あるかを「1. まったくない」～「4. とてもよくある」の４件法で回答を求めた。

　（3） 肯定的・否定的養育行動尺度（短縮版）　研究 1のデータについて Generalized Partial Credit 

Modelを用いて項目の測定的特徴を検討し，肯定的・否定的養育行動尺度の短縮版を作成した。識別

性が高く，幅広い特性を測定できる項目を選出するという基準を適用し，肯定的養育としては関与・

見守り，肯定的応答性，意思の尊重から１項目ずつ，否定的養育としては過干渉，非一貫性，厳しい

叱責・体罰から 1項目ずつを選出した。それぞれ自分と長子との関わりのなかでどのくらいあるか

を「1. ない・ほとんどない」～「4. 非常によくある」の４件法で回答を求めた。

結　果

　（1） 子の満足遅延傾向と親の満足遅延傾向・養育行動の関連　子の満足遅延と親の満足遅延傾向・

養育行動の相関係数を，平均値，SDとともに，表 3に示した。子の金銭領域においてのみ，有意傾

向ながら，親の満足遅延傾向と子の満足遅延傾向に正の相関関係が見られた。他の領域においては親

の満足遅延傾向と子の満足遅延傾向の相関は有意でなかった。散布図を確認したところ，達成領域に

おいて外れ値と見られるデータが 1件あり，除外すると親と子の達成領域の満足遅延傾向の相関係

数は r （63） = .25, p < .05となり，有意な正の相関関係が見られた。したがって，有意傾向である

ことや外れ値を除外したことについては留意する必要があるものの，金銭領域と達成領域において仮

説 1を支持する結果が得られた。

　親の養育行動に着目すると，相関係数は有意でないものが多く，一部に相関係数が 0に近いもの

もみられたが，研究 1と類似して，肯定的養育行動は満足遅延傾向と正に相関し，否定的養育行動

は満足遅延傾向と負に相関するというパターンでの相関係数が得られていた。
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表 3　 親の満足遅延傾向と子の満足遅延傾向の相関係数と平均値，SD，クロンバックのα係数

表 4　 子の領域ごとの満足遅延傾向を従属変数とした重回帰分析の偏回帰係数の推定値

注 : * p < .05, + p < .10，視認性を高めるために親と子の対応する領域の
　  相関係数をボールド体にしている

注 : * p < .05, + p < .10

　本研究の目的は，親のセルフコントロール特性が子へと伝達されるプロセスについて，規範の媒介

可能性に着目しながら，その領域固有性を検討することであった。本研究では，1） 親のある領域で

総合考察

　（2） 親の満足遅延傾向・規範的関わりと子の満足遅延傾向の関連　領域ごとに子の満足遅延傾向を

従属変数とし，対応する親の満足遅延傾向，規範的関わり（褒め，叱り，価値伝達）を独立変数とし

た重回帰分析をおこなった。得られた偏回帰係数の推定値を表 4に示した。社交領域においてのみ

叱りが子の満足遅延傾向を正に予測していた。他の領域においては規範的な関わりと子の満足遅延傾

向との間に有意な関連はみられなかった。これらの結果は研究 1とは一貫せず，仮説 2を支持しな

い結果である。
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の満足遅延傾向は子の対応する領域での満足遅延傾向と正に関連し，その相関関係は異なる領域間の

相関関係よりも大きい，2） 親のある領域での満足遅延傾向と子の対応する領域での満足遅延傾向と

の関連は，親が子にその領域での満足遅延行動を重視する規範を提供する関わりの多さによって媒介

される，の 2つの仮説について検討した。

　仮説 1については，親の評定による子の満足遅延傾向を測定した研究 1ではおおむね支持する結

果が得られたものの，子自身の評定による満足遅延傾向を測定した研究 2では十分には研究 1の結

果が再現されなかった。研究 2において結果が十分に再現されなかった要因はいくつかの可能性が

考えられるが，ひとつにはサンプルサイズの小ささが考えられる。研究 1の結果について，研究 2

で用いたものと同じ短縮版尺度の項目を使って親の満足遅延傾向と子の満足遅延傾向の領域別の相関

係数を求めたところ，対応する領域での相関係数は .21～ .25の範囲をとった。最小の値である相

関係数 r = .21をもとに，両側検定でα = .05，1－β = .80として G*Powerを用いて必要サンプル

サイズを推定すると 173となり，実際に研究 2で収集されたサンプルサイズ 66は必要サンプルサ

イズよりも遥かに小さい。一部には仮説を支持する相関係数のパターンも得られていたことから，サ

ンプルサイズが十分でなかったことで有意な結果を検出できていなかった可能性も考えられる。親子

間での満足遅延傾向の関連の領域固有性を議論するには，必要サンプルサイズを満たす追加調査を行

う必要があると考えられる。

　仮説 2については，研究 1では仮説を支持する結果が得られたものの，研究 2ではほぼ仮説を支

持する結果が得られなかった。研究 1では親自身に子に対して満足遅延傾向を重視する規範を提供

する頻度と，子の満足遅延傾向の両者を尋ねていたため，親が子に対してもっていた満足遅延傾向へ

の期待が両者の相関をもたらしていた可能性がある。また，仮に研究 1の結果がそうしたバイアス

によるものでなかったとしても，規範的な関わりを統制した上でも親の満足遅延傾向と子の満足遅延

傾向とには直接の関連が見られていたことから，本研究では親から子へと満足遅延の価値を伝達する

関わりを広く扱うことができていなかった可能性も考えられる。研究 2を実施した後の追加調査と

して，親が子に満足遅延の価値を伝達する方略を収集する調査を行なっている。追加調査の分析も含

め，満足遅延の価値を伝達する方略の類型化と，その伝達機能について，検討が必要である。

　本研究の実施にあたり，柳岡開地先生（大阪教育大学），尾崎由佳先生（東洋大学）にご協力いた

だいた。また，調査票の配布・改修には関西地方の学習塾の先生方にもご協力いただいた。記して感

謝申し上げる。
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